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　　　　　　Suzuki　gynecologycal　clinic，　Matsumoto，

　　　　　　緒　　冨　　　　　　　　　　　　　　　90cmであつたので妊娠8ケ月，双胎，分娩笛1期開

　先天性奇形の中で踵腹児は比鮫的少いものである　　　始の疑いをおいて，午後5時入院させ，経過観禦なす

が，就中2個体が頭部より膿幹上部に亘つて癒合した　　　ることにした。

頭胸癒合体（Cephalothracopagus）は極めて稀にみ　　　　入院時舶L圧」30～83，尿螢肖（→，外乎宮日約2

られるもので，外悶では40例内外の報告カミあり，本邦　　指半開大，胎胞を触れ陣痛の増強と夢賠に顯調に輝糊

では約20例を見るに過ぎない。われわれは，最近妊娠　　　は開大して午後7噂に殆ど金開，闇もなく破水して熊

8ケ月で双胎の疑いの下に入院し，腹武帝切を施行し　　　部を触れるに．棄つた。よつて足僚分娩させるべく軽魔

たところ本症例に遭遇したので，その臨床経過と剖倹　　　の牽引を試みてlilfil膝関節．1二部まで娩出したる処で，そ

所見を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ以後は金然分娩進行せず，陣蒲増強とi共に患潔の苦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痛は甚だしくなつた。そこで胎児上腿部に沿つて1欠第

　　　　　　癌例　　　　　　　好宮腔内に指を挿入して内訊たる処，内に難2
　患者：須○乃022才　　　　　　　　　　　　　　　塞の下肢を触れることができ，それが下腹部にて合～

　i既往歴：生来健康で著患を知らず，月経は順調で持　　　せる如き感があり，こ厨こ始めて奇形の疑いをおいた

続4日聞・特別嫡癌はない。20才で結婚1回妊娠　のである。岡胎児の下肢が開き，ク榔の下肢を蘇…引す

しているが胞状鬼胎で3ケ月で中絶手行を受けた。、　　　ると子窩腔内の下肢が一層角度が大きくなつて子宮内

　家族歴：家系lqrk特認すぺき奇私遺伝性疾患梅　口部に恰も構角位：にひつか．Lり，娩繊不能．また頭繊

．毒等はなく，夫も健康で遺伝性素因はなく、アル＝一　　　に廻転させることも不能であつた。眠剤その他を使用

ル常用者でもないが，妻の父と夫の母とが「いとこ」　　するも患春の安静を得られず，陣痛も益々強くなるの

の関係にある・　　　　　　　　　　で遂に腹式帝切観菱意した。午後8時粉執刀，恥骨
　今回の妊娠及び分娩経過：終経5月15日より4日　　　結合上約2指の部に腹壁に横切開約12cm，皮下脂肪・

間，悪阻症状は軽嵐胎動は5ケ月終り頃より自覚し　　筋膜・腹膜に異常なく容易に腹腔に入り，膀胱腹膜を

たという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やはり撚転部にて横に開き，型の如く子需頸部弧状切

　12月5日初診。約2日前より胎動を自覚せず，強度　　　割を施行，胎児を漸く娩出せしめ得た。その後颪ちに

の腹痛及び腹部緊満感をもつて来院，診察するに体格　　　胎盤を娩出させ，型の如く子宮壁及び腹壁を縫合8時

略中等，栄養尋常で外見上filiLを認めず，また胸部所　　　45分手術を終る。爾後の経過は順調で7日目に抜糸，

見に異常はない。血圧124～72，尿蛋白（一）。腹部　　　翌日退院するに釜つた。

は膨隆し，著しく緊張し，且っ圧痛ある子宮壁を触れ　　　　胎児外表所見：

る。子宮は左隅角部が更に隆起して恰もピスカツエク　　　　妊娠月数に硝不足した女性双胎児の頭胸癒合体で，

徴候のように触れ，しかも強度の圧痛がある。子宮壁　　　両児は互に向い合い体軸は上下に約6〔ρで斜に交叉

が強度に緊張せるため胎児部分を詳しく触知できず，　　　し，頭部1・顔面1・耳4，」二肢4，下肢4，置齊帯1

また児心音も聴取できなかつた。『F嘗底38cm・腹囲　　　を具備し，胎盤は1個である。顔面の形成をみる二次
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（図：1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図：2）

（図：1）左右の両児は互いに向い合い顔面の形成を

　　　みる二次的前側面では頭胸部は癒合し，膀以

　　　下は完全に分離発育している。

（図：2）後面では2個の耳介は合耳性で，他の器官

　　　は全く欠如している。

（図：3）レントゲン像では頭蓋は完全に癒合し，脊

　　　柱・上肢・下肢では左右の両児を識別しうる。

（図：3）
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的前側而を前面とし，左右の胎児を左胎児，右胎児と　　　の頭頂骨とともに頭蓋中央で略六角ll多の大搬門な形成

すると，前面では広く，後面では狭い頭胸癒合を呈し　　する（図4）。

ている。騰以下の腹部・腰部・下ll支は完金に分離発育

する。皮晦は淡紅色で皮下脂肪織の発育は劣り，霜毛　　　　　　　　　　前　　　面

は肩甲間部から腰部・上腕上部に亘り認められる

（IX　：1，　2）o

身　　　　長

体　　　　電

頭　　　　囲

胸　　　　囲

肩　　　巾
」二　肢　平均

下肢平均

」　左胎児　［右胎児

　　　　　　　　：
　　34．5Cm　　l　　33，0cm

　　　　　　14809

　　　　　　28．5cm

　　　　　　3LOcm
　　　　　　　　　　　6．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　（4　　　　　　　（3♪
　　7．Ocln

　　　　　　　　　　13．5cm　　　　　左胎児　　14，0cm

　　15，0cm　　　　　14．5cm

：右胎児

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図：4）

頭蓋部は前後に稲平で前後径7．5・m、火闘罷10、・O　　　　（1）litt頭　骨

・mの楕・耀・諭漁・腋聯職・裂　　［ll｝頭頂骨
等は略瀦であるが・後面でを沖央下方に舗牲で他　　　　（4）後　頭　骨
器管を認めず，頭髪は約1．0～1，2cmである。頸部

く，爪は指頭に達する。外陰部は両児とも大陰唇の発　　中頭蓋窩2・後頭蓋寓2より成る。即ち後頭蓋窩が1

育梢劣り，小陰唇が露出しているが，肛門は共に正常　　　個多い。前頭蓋窩は正常の形態に似るが，硝箭方に狭

位に開口する。　　　　　　　　　　　　　　　　　つた形でその中心部には鶏冠が存しズ菰右に廓骨゜簿

　　胎児附属物所見3　　　　　　　　　　　　　　　　　板がみられる。前頭洞は1個で小さい。後面では前頭

胎盤は卵円形，母体面は暗赤色，分葉著明，白色梗塞，　　蓋窩に相当するものは全くなく・直接に前記の2個の

石灰傭識毛膜血鞭嬬めS・，胎児面で麟贈　後頭蓋窩となる・頭舗帖部に踊大き嫡衡嚥
は互に吻飢て分机ている．大きさ・8。．12。m，　い六角形で鞍1馳知゜した1’加鞍が1蠣し・描に

厚さ2．0・m，Sさ4909．騰撒よ側方騰で結節を諭　小獄の下垂侶；を徳1個のせている・種体1燗榔Ill

ず，2木の鵬帯動豚と2本の膀帯静肱を入れる。長さ　　の翼状突起で囲まれ・その突起は挺に後方に延長し・且

21．・、叫太さ・．5。・．0、m。　　　　　　つ癒合して内後頭結節に連なる・この灘体前方の部

　　胎児レ線像：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には左右対称的に内頸動腺が通じている。中頭蓋窩は

　頭蓋は完全に癒合して左右2児に分離できないが，　　　トルコ鞍の前後から左右に認められ，全体に浅く中頭

脊柱・上肢・下肢の骨は左右2児を識別しうる。眼窩　　　蓋窩側頭部は梢巾狭く，前方のものは真の側頭骨錐体

は前面側にのみ1対見られる。肋軟骨は左右癒合し，　　部を形成するに対し，後方では側頭骨錐体の形成は劣

前面胸廓中央に存左して左右両児の前方にある各1側　　　っている。1・ルコ鞍の左右後方部に続く類円形の1対

（右胎児の右側・左胎児の左側）の肋骨及び鎖骨と連　　　の後頭蓋窩で，その硝前方の部には各々1個の大後頭

絡している。前後両面において胸骨の陰影は認められ　　　孔を証明し，両児の脊椎管に別々に連なつている。後

ない（図：3）。　　　　　　　　　　　　　　　　方は大後頭孔に向う小脳天幕により左右ともに2分さ

　　　胎児剖検所見：　　　　　　　　　　　　　　　　　れている。

　　頭部　　　　　　　　　　　脳神経：前面では良く発達した神経がみられるが，
　頭蓋骨：前頭骨2，頭頂骨4，後頭骨2より成る。　　後面では耳に分布するものが比較的よくみられ，他は

前頭部接合面は比較的扁平で前頭をなす前頭骨は4個　　　樋めて痕跡的に過ぎない。嗅神経はユ対あるが，神経糸
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のみで嗅球の形成をみない。視神経はトルコ鞍前方部　　　略正常の形態のもの2．0×1．Ocmと憩室様の形態を

から左右2対の視神経索が前方に1対，後方部からは　　　した1．　5xO．8crnのものが互に各々の小轡側で癒合

翼状突起の癒合により生じたと思われる骨隆起中に1　　し，前後の肝に挾まれて存在する。内腔は互に連な

対あり，前者は左右眼窩に，後者は殆ど癒合した形で　　　り，両胃ともに粘膜搬壁の縦走を認め，主体をなす胃

内後頭結節に相当する部の附近でその尖端は消失して　　　では幽門部構造も比較的明瞭である。内容に黄緑色膠

いる。動眼・滑車神経はともに左右1対あり，三叉神　　　様物質を充満する。十二指腸は約2．Ocmで，この左

経は左右とも比較的太い前枝と細い後枝を識別しう　　側に隣接した1個の細長形の膵2．OxO・　5cmからの

る。外転神経は動眼・滑車・三叉神経の頭蓋底を貫く　　　膵管と2本の胆管（後の肝からの1本は痕跡的）が開

部より梢内側に1対あり前面のものは左右とも比較的　　　口している。小腸は胃下端約60cmで灰黄褐色膠様物

よく発達しているが，後面では明瞭でない。顔面神経　　　を入れ，左右2分し，回腸に移行し分岐下約1・Ocm

以下は前面では左右に有対性であるが，後面では左右　　　左側に1．OxO．4cmのメッケル氏憩室を形成してい

とも嗅・動眼神経を欠損し，外転神経以下は殆ど痕跡　　　る。

的でその存在は判然とは決定しがたい（図：5）。　　　　　　尚，分岐後左側18cm，右側17cmで回盲部に至り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長針状の虫垂1・5cmを各々もつている。大腸は細く

　　　　　　　　　前面　　　て全く癒着なく左右とも18cm，緑褐色液を内容に入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ，直腸は小指頭大の太さで暗緑色胎便あり，左右胎

秘

te⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
6　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　・

1．嗅神経　 8・聴神経
2．視神経　　9。舌咽神経
3．動眼神経　　10．迷走神経　　　　i5
4．滑車神経　　11・副神経　　　1”　

．・｛
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　脳髄：死後変化のためその詳細を追求し得なかつ　　　I
J㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
1L－0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　1

　　内　臓：

　前面においては噸部より膀部，後面でも頸部より隣　　　［

部の高さまでの縦切開を加えて開胸すると，横隔膜は　　　L＿一一．　『一＿L－一＿．一一一一．．L．　＿一．＿一一＿．＿＿＿：

左右両児のものが完全に1枚に癒合し，胸腔と腹腔を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図：6）
区別しているが両児を左右の胸廓に区分するものはな

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腸間膜：前後の肝の間で十二指腸の周囲に始ま

　　消化器管：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，小腸分岐部までは左右癒合して1枚であるが分岐

　口腔は狭いが略正常に近く，口蓋垂に相当する部で　　　後では各々の腸管に連絡した形成がみられる。

は長径約0・5cm，楕円形に上方に裂け鼻腔に通ずる。　　　肝臓：　前後に各々1個で両者の聞には実質的連絡

舌は萎縮性である。食道は1本で空虚，直径約0．5cm　　はない。前面では麟帯附着部より上方約6cm，巾5・5

で横隔膜を貫き胃に達する。胃は外観上，主体をなす　　　cmに亘り左右両葉全く癒合して一塊となり表面梢不
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平・勘性で大ぎさ6・0・6・3・4．5・m継61．8理，　　循環器，

その暁映部騨腱す7・・Jll：鰍鰯で上方の横轍セ・　畷翫岡謙2融卿1成され，齢した齢1の

激り沖㈱且永はその鷲ひ・傲し輌下㈱杁　轍に付：凱ている。
り，肝頓き柚翻鰹てPf」ILtJrの心臓に入る・この　前：h’の臓、・漁でみると，己湘1鞭酬嚇繁に

轍面上部より働に小指魏秋の刷燦を肺せる小　接した状態で飾砧に備し，右胎蜘佛1勾に在
葉の突出をみる。後面の肝は小さく，左胎児側に向い

横隔膜下で之に平行する小葉と大葉を礪め，大きさ

3・5×3・0×1・5cln・重さ5・89。　ll隊状棚1・は燦の

P映を下降し㈱腺を切断し，前方の下空翻との連

絡により騰静豚のlfil液を受容していると思われる。

　脾臓：2個で前方の脾は肝の獅iで胃と左　幌の

左腎との問に存在U略粟実形，1．7XI．4x1、Ocm，

電さO．　9g，横隔膜に密藩している。後方の脾は後方

肝と右胎児左腎の閻で横隔膜中に埋1彙し，2・0×1・8

×O，8cm，蹴さ1．3gで小豆大のllll牌1個墳rみる。

　　呼吸器管：
　轟腔は前倣iにのみ存し，喉頭は狭く，「1霊軟骨も狭

い・気管は1本で食道繍1をド降し．li｝繍下約5、m

の部で直径約2・　nimの前伎と5mlnの後伎に分岐す

る・前方の気管は前面刎lri佐胎児の左脇糊‘況の

右肺）に，後方のは後而鋤rl佐胎児の：tl，flliii，翁胎児

の！i｛llili）にそれぞれの翻轍鮒けている（図・7）。

Jli臓・左右2個宛の剖・4個ある。前面のjliliOX“iJ，t・i「

も小さく，右胎児では上・下1爵こ分離し，下紫は更に

2葉iに不全分離しているth後面の肺は何れも大きく，

左胎児では繍の撫卸i各左胎児鰯納にあ7、、　lj〈，宿肺

は中央部が脊楡走行｝こ一致して圧浪され，左胎児の脊

柱左部に突出し左肺を前面からみて右方に偏強させて

いる。この肺は比較的小さい上彙と大部分を占める下

葉よ城り・下購は更に3熱闘く全分離している。看

胎児左肺は分葉をみず一塊となつている。各肺はども

に外見上肝鍵質を思わせる鍛で色は淡黄禍色である。

　　　　　　　　　　左　胎　児

肺臓｛姥識よ1：：、1：ll　　　　・図・7・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ・離力の心　　　　　　ユ3．右胎児左jl’iii

－一
@　右胎児　　　1：望翻ll　ll：謝駕：

　　　　　｛幕：器1：1：蓋21111　1：舗灘　ll：魏肝よ嚇爾胆管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．左胎児よりの贋動豚　18。習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7・　大動”永弓　　　　　　　　　　19．　窒班場

胸腺：前後に1個あり，前面のもの1：大ぎく心臓　　8・無名翻永　　　2α憩室

錨膝欝晶観鰻騎翻蕩　il難熱篠　ii繕霧管
直下に認める1・OxO・5×0・5cエn。　　　　　　　　　　12・左胎児右肺　　　　　24．後方の気管
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　　り・禰iの剛irlS］で心髄欠如している3・0×3・0・　　　　　府1］f｝児
　2．50m，　ill：さ8．5翫心外膜』1ぐに厭比較的よく分岐した　　　一　　”　　』剛　　「－　ttt「一　一’『’　．『　　……

1　辮轍灘1縣灘1撒罹1・鰭糞灘：識
灘犠鍵騨繍1畿喚1撚撫、1・∴・チ｛影翻：1鰍譲

　　メ1シe♪｛餐な一尊て憾むヒ漕こノ疏イ1の三三大｝動II永驚3｝こ分ll皮し，　ノff大

　　醐轍下阻て耀｝鯛綿火鰍と’h・　7・1　「’ミ，　’c一の途　　　編及び考按
　　」∴総！顧・醍り跨く、　戯覧’1｝ド1ド！動月永るご分山芝図『るo；t異ミ名｝動月1｝評こ射1騎

　　す猫鋤鵬購茄力、らの大蹴と吻合し溜竃胎　繊例購綱〔胸齢鰍酬‘瀕：剛い’f・’“，て・

　　児酬蜘購に看多行する訓糊“よ簡室脳　1髄　瀦llより棚瓢嚇・合した賦髄桝剛1ら1洋

　　で燃1撒噺愉と4、に圃榊・伽　lilに入り，　隙蝋一臨1よ1個である・1隅甘㈱麟に批
　　左ソ翻弼との障，各略酬抑噌をもつて齢　酬・蝋の分｝為脳淵・のと1鰍できる・その膿は

　　している。　　　　　　　　　　Z・・鱈・mei・t・・は゜・’些％・Scrhn・1d・は192（伺93畔

　　　筏・ガの心臓，割方の、c，眈し小で類「川、齢し，　のm年間の分娩35・°°°f列巾2例と｝ll芝じ・椰では・

　　後両肺1網1・i婦靴し醸に癩。．｝、てV・　1、　2．5・　胴1・銭・l」榊9－2tl，　／llの1‘’1欄の分娩8‘蹄1欄

　　2．5。1．5、m、恥318，；．ノ，｛飽，心珊～と右“lll・・　轍えている・’・IUIIり齢儒樋の報｛1翻藤’・1囲

　　心徽部か峨り一・｝蝋で師r融．L・・障心取分　（昭1～9）によ・鷹1922－19’・ドのll°｛醐に77・292

　　かれ，儲では翻り亡、！，1の1捌の耐慎佳い臓成し　1肋頒11・1例鰍したというほど・石禍ので・椰

　　ている試購kはこ嚇よD　iftiJl！欝の形で・でてft’i胎児　での漸臆20　f納外である。

　　火酬鰯とい硫り諦1方の心からの獄翻舜、｝揃　　締画姻専・肌て瞭鮮隅11箇ll獺鮒疾
　　述の加訓勿触する。肺1㈱駄動脚二り分剛・してお　患・梛襯ゴ認綱㌔麟1嗣「寂たい・Y・　L：　．1とい嚇

　　躇》ず，ボPtローiPtl　e：相当するものは認められない。　　　　い血・族関係にある事と，待lf回の妊娠が胞状鬼11台であっ

　　　従つて1徽循膿蕨創魏で叡独立に行わ掴・，　た勝綱螺してどの程1黄醐係勘るかは糊で
　　前御個の心洲心7．、、bsり各心かPの動翻の齢に　あ・…かsる礁二舟縢肌てV’in，糊・・的縦灘

　　よつ礎絡し，此蜘。働て酬昭弄肛懸を繊する　なく・（・）繍灘2扮裂説（3糊瀞醐るカい’ず

　　駅なる。　　　　　　　　　れ棚物鋤での城をでず・1・伽訊の場催当’Cは
　　　右胎児火循環：前ヅ∫の心～右大鋤豚弓一胸・腹lk動　　　めることe’k勿論1】を得ないが，本例の如き’は卵の分裂

　　豚＿轍醐、一．働の、）、。　　　　　　ないしその縮鰍において・一酬測融るべぎ
　　　繍駄酬，肪の心．一．．左，鋤粥鞠囎火動　ものが分割不全の訓ll接して発靴峨齢1［多肱

　　豚＿下肢動狩．勧の，心。　　　　　　つたものであろうと撫翼［1しやすい所購示している・

、　働の心の大動豚劇1働　脅、那吻飢，描の火　鵬・1醐してはZ・…’・ist・・醐女の比が1：3・

　　隙。舗煽こと、なる．小　、rl糊肪で砒較的　Fblrsterは1・2としロ耕では女｛歪kが蠣1壮髄

　　完全であるが，後方では不完全であつて，前後とも各　　　している。

　　。の心と肺撒：の間で御。れているこt－Lなる　　頒醐しては柵艦醐圏i甲ごいるのはR

（図

　　　腎眈輌側襯略・・対で，綱簾の蒲を　含捌柄靴の2対禰を仮想し甑醐象高対搬

示…胤・働・・膀胱・・梛器とも醐 翠T凄脚1鷺諜謙撚鎌
　　を認めない゜　　　　　　体の麟い伽・・強く猫勘二次鱒・面では
　　　　　　　　　　　在　胎　児　　　　　　　　　　　類面形成など完全であるが・他方では不完全となる。

一…

`翻ll：議爵1ガ…欝な二次㈱な」纐に聡分類し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i）単対称性鯛旺禰胸癒合体

副’ t鷹蹴lll：：1：91　　11糊灘灘餓



　294《294）　　　　　　　　　　　　　儒州医誌第9巻第1号
　　この分類に諏ば本例は醐称性餌醐騰辮に　例断斗と婦人不斗11（7）；375－378，昭18．⑯糊1

鵬する・　　　　　　　　　　榔　・構＋列コの胸齢1勲膨の．．例牌1脚
　妊娠中の璽復休の診断1よ困難とされ，羊水過多症又　　　人科21（c））挿01－5〔｝3昭29，　　④キ1｝Jl広好・鵜池

は測台と診断され・分娩1雄そ梱難となつてはじめて‘ti：　臓噺P醜碕脇こ就て牌1・と鰍科15（12）；439

形の疑いをもたれるjlが多いが，本例では娩出［1　ti，も尚　　『443昭23°　　⑦“XJI’ec＋能子’北村蕪1’1｝生対称性1じ耳

測台を疑い手彿酌に媚1」せざるを得なかつた。蜘、lftr．　測艦解レソトゲン診断の一例菊1汝子医嬬24

妊娠32週の胸腹部穣篭守形児輔1脚睨と1寺￥瞭・線　（t）；33－38謂129，（）徐佃繭k糖症劇，f発

像より妊娠中に診断し，ノ1・林は娩出期にレ線写乙繍こよ　　　せる顔頭胸壁癒鮒双1｝護i崎形の一・一例産科と婦人矛｛9（1）

　り診断したが・岩藤・北村の例のlll　lく妊娠8ケ月で噴：　　；41－5（）、昭16．　　⑨小林俊：碩胸腹部む直1合窮複1崎形

複奇形の疑いの下に休表造賊循行つて確実に双II台筍形　　　凱己のレソトゲン診断画科と婦入零ヨll1（7）；38〔1－333

の診断を下し，而も分娩後所見とt－．i致した1殉などは稀　　　昭18、　（動松村　瞥：胸部癒合得：の2例II隊大離18

なものである。妊娠経過rl：！に鴬いては前半期に死｝ど墨　　　rl2）；13〔〕9－1鋭5昭2〔1，　⑳松浦欽llい持：丸曳f’1…：

常は見られず・悪阻・体動初牒時も将に変りないが，　　　稀．俄幡戚熟II嚇1嚇合体の1例臨・」｝‘婦5（4）；151　一。

『一 jで　徊にれて辮’に認め触た郵踏も編。　153昭26，礎辮茂漸戸蹴の”糠ぐ糸幡・齢1
後’F瑚では火部分の例が爪焙1嚥常膨たオ㍉；廓払羊水瀕　　　とtt、1｝人科11（？）；3・1－369，11i．｛　1　8・，　　⑪輔：喚治飽

郷・双胎・甲鵬1】翻£どの疑い搬かしめるものが　噸脇輪fイ・の一鮒・p・州臨畠8㈲1；808州21糧・i，

多い・在胎　脳砿8・「月以内のものが人部t・｝である。　蝋・g・machi・tケbe・e三nen　Fal1・。。　D、，ppelmiteb・一

　分娩欄は妊娠・柵こ例く齢症を脅併し，rlliも陣癌　ild・ng　（：CePhal・－Th・・al・。P，gus．、　Zbl．（’；y、t1k，　Nr，

はあつても8ケ月踊に…紅て瀦をする場師竃多　3．115，’閣3，帳〕勝子蝋脇齢ス嫌繭｝人科

い・また胎児の鞘力慈し・た覇娩欄が麗しても　の1堺8㈹；螂一914㈱1．釧1糖他，頭胸
　融は比働勺少いかe：・捌締や晦燃1の必要融いと　部襯測1｛Tの1f州紳㈱6σ1）；523．．56昭27。

いわれているが・椰でlt．約微に恥てtiif・llr，かa）・rr・　酬鄭榊聯芝崎形（糊蜘眼醐匂糸給体）の分

術的処置がなされている・．松浦の持九の例の12i1く体敢　　　娩例産科と婦人科11（7）；369…375昭i8．　⑯野

45〔，09刎騨聴合体をIV・体ともに何らの才購もなく娩　鵬ll醐：胸腹部癒脅醜崎形胎児のレybゲ昭参断

IMせしめた報告は全く轍霞ものである。　　　　　　　例近瞬屠1｝人科学会雑誌16（5）；1316－131⊆［昭δ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲岡猫r歌酸田奇形児分娩乎術爽験　Pk科と婦人科　2

　　　　　　結論　　　　　　（4）、299－・。・・昭9，⑳麟鋤，剃称糠｝麟
糊は22才の婦入（2年前妊娠ケ胡｝こて胞　腕　ll購輸昏騎形児の一例凍京医1噺、志292鴫1163，．

胎のため人工rl絶を施行）で双胎の疑いの下に8ケ月　　1165昭10，　⑳佐藤　斉：頭胸癒脅胎児のユ例．東

で腹式帝切を行つたところ，頭胸癒合体である事を知　　　北1袋学雑誌32；36　一・　38昭18．　　＠沢“F．i王太郎：顕

り得た症例の一例追加報告であるn．胎児は女性で胎盤　　　II旬癒倉鍵胎児11本1鋼噺韓曼1（，OOig，一；4332昭16。

1・附1，羊膜は騒で，’巨　脇硝化器系に蹴凌・　鱗驕臓・単対翻三甦樟鵬鵬・齢体の燗田薦鹸

碕形嬬め・形鮒的にはF・S・hw・lb・の頒1・　誌34（12）・・3・6－1327昭14，⑭欄寛一郎、寄

単対称挫含耳頭胸癒合体Cephaloth・racopa窪us　rno－－　　1三樵電陵奇形（胸部癒含症）の分娩例とその割検所見

nosymmet「os　Synotusに一致するものである。　　　　産婦人科の世界4（6）；459－461昭27．　⑳澱辺英

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：寄生性二璽奇形（単，頭4腕4脚体）の1例日本産

　　　　　　文献　’　．　　婦人榊会撒・（・）、51－・・昭25，⑳知醐
①秋本隆一・櫛な碕槻鯛日纏婦人科鞍　・七鍾綱槻（頭一胸癒合）の㈱伽陳灘と
鵜19⑤・385・昭13・¢・胃L碇二郎・轍奇形　婦人科3（4）・294－3。・昭1。．⑳・1蛛購，胸腹

児（馳齢体）の一fu例断1舗｝人科19　（11）・　撒合襲Ill｝子麟妊卿一例酬謝人科・・（7．、

742－743，昭茎7，　③原悦夫・兼森幹造：新産児奇形　　　；378－380昭18．　⑳吉原　敬：単対称腸’lg鮒状癒

の鍍について酬と轍科・8（3）・・54－156，昭26．　，着讐麟槻の咽日罐婦人響会雑誌第2嘲，

④即1鰍樫・オ・ト大均・単対称催胎耳頭胸儲体の一　第1号1・4・4－164昭6．




